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【 正 解 】 ① イ   ②(1) 対照実験  (2) イ   ③ ウ    
④ ふき込んだ二酸化炭素の量が多かった    
⑤(1)(ｃ) Ａ，Ｄ  (ｄ) 葉緑体  (2) 水にとけやすい物質  

【 解 説 】 

① ＢＴＢ溶液は酸性で黄色，中性で緑色，アルカリ性で青色を示す。 

②(1) オオカナダモを入れない試験管Ｃを用意したのは，実験結果がオオカナダモのはたらきであることをはっきり

させるためで，このような実験を対照実験という。 

(2) 試験管ＡのＢＴＢ溶液の色が青色に変化したのは，光を当てたオオカナダモがさかんに光合成を行って，二酸

化炭素を吸収したことが原因であり，試験管Ａと試験管Ｃの結果を比べればよい。 

③ 試験管Ａのオオカナダモは光合成と呼吸を行ったが，光合成の方がさかんに行われたため，ＢＴＢ溶液中にとけ

込んでいた二酸化炭素が吸収されて，ＢＴＢ溶液がもとの青色にもどった。 

④ 試験管ＡではＢＴＢ溶液中にふき込んだ二酸化炭素が吸収されたため，ＢＴＢ溶液が青色になったが，試験管Ｄ

では初めにふき込んだ二酸化炭素の量が試験管Ａより多かったため，＜４＞では緑色になり，＜５＞で光を当てた

とき，残っていた二酸化炭素がさらに吸収されて青色になった。  

⑤(1) 試験管Ａ，Ｄのオオカナダモは光合成を行ったので，葉の細胞の葉緑体でデンプンがつくられてヨウ素溶液が

青紫色に変化した。 

(2) 光合成でつくられたデンプンは水にとけにくく，師管を通って運ぶことができないので，水にとけやすい物質

につくり変えられて，体全体に運ばれる。  

 

 

 

【 正 解 】 ① 気体Ｂ(塩素)は水にとけやすいから。   ② 108(ｇ)    

              ③ Cu2+ ＋ 2e－ → Cu   ④ オ   ⑤ エ   ⑥ ア    
⑦ エ(またはカ)   ⑧ 燃料電池   

【 解 説 】 

① 図１の電極Ｐから発生した水素，電極Ｑから発生した塩素は同じ体積であるが，塩素は水にとけやすいため，電

極Ｑ側に集まりにくい。 

② 溶質の塩化銅が 12ｇで，質量パーセント濃度が 10％なので，水溶液の質量は 12〔ｇ〕÷0.1＝120〔ｇ〕になる。

溶媒である水の質量は 120－12＝108〔ｇ〕になる。 

③ 塩化銅水溶液中の２価の陽イオンである銅イオンが電極Ｓから電子を２個受けとり，銅原子になる変化である。  

④，⑤ 図１の電気分解装置では水素が発生した電極Ｐが陰極，塩素が発生した電極Ｑが陽極である。図２の電気分

解装置では塩素が発生した電極Ｒが陽極，固体Ｄの銅が付着した電極Ｓが陰極である。図３の電気分解装置では酸

素が発生した電極Ｔが陽極，水素が発生した電極Ｕが陰極である。 

⑥ ＜１＞の図１ではうすい塩酸中の水素イオンが水素分子に変化するので，うすい塩酸中の水素イオンが減少する

ことで pH の値は大きくなる。  

⑦ ＜３＞の図３では，水が電気分解されて酸素と水素が発生した。よって，水酸化ナトリウムが電離して生じた水

酸化物イオンの数は変化しないが，水の量が減るため，水溶液の濃度が高くなり，pH の値も大きくなると考えられ

る。(ただし，実際には分解する水の量はわずかであるため，pH の変化はほとんどない。) 

⑧ 水を電気分解したあと，端子Ｘ，Ｙを電子オルゴールにつなぐと，電気分解と逆の反応が行われて電流が流れる。

このしくみを燃料電池という。 

 

 

 

【 正 解 】 ① ウ   ② イ   ③前線Ｘ イ  前線Ｙ ウ 

       ④ オ   ⑤ イ   ⑥ 右図 

       ⑦ 地表が寒気におおわれるから。  
【 解 説 】 

① 日本付近の上空では，年中西からふく偏西風の影響で，温帯低気圧が西から

東に移動する。 

② 前線Ｘの温暖前線では前線の前方で雨が降り，前線Ｙの寒冷前線では前線の

後方で雨が降る。 

③ 温暖前線Ｘをａ側から見ると，右から進む暖気が寒気の上にはい上がる。寒

冷前線Ｙをｂ側から見ると，左から寒気が暖気の下に入り込む。 

④ 温暖前線Ｘでは前方から，巻積雲，高積雲，乱層雲の順に雲が生じることが多い。  

⑤ 9 時から 12 時まで水面の高さが少しずつ上昇しているので，この時間帯に温暖前線が通過し，14 時から 16 時ま

で水面の高さが急に上昇しているので，この時間帯で寒冷前線が通過したと考えられる。よって，表の雨量が記録

されたのは温暖前線が通過したあと，雨がやみ，その後に寒冷前線が通過したと考えられる地点Ｂである。 

⑥ 地点Ｐでは風向が北東から反時計回りに北寄りから西寄りに変化しているので低気圧の中心が南側を通過し，地

点Ｑでは風向が東から時計回りに南寄りから南西に変化しているので低気圧の中心が北側を通過したと考えられる。 

⑦ 閉そく前線ができると，地表が寒気におおわれ，上昇気流が発生しなくなり，やがて温帯低気圧はおとろえる。 

 

 

 

 

【 正 解 】 ① ウ   ② ５(Ω)   ③ ３(Ω)   ④ 電圧の大きさに比例 

⑤(ｂ) ４(Ω)  (ｃ) ア   ⑥ 320(mA)   ⑦ 0.9(Ｖ)   ⑧ ９(Ω) 
【 解 説 】  
① 電圧計の端子Ｐは－端子，Ｑは＋端子で，抵抗器ＡのＳとつなぐのは－端子の端子Ｐである。 

② 図２のⅠのグラフより，抵抗器Ａの抵抗は 1.0〔Ｖ〕÷0.2〔Ａ〕＝5〔Ω〕になる。 

③ 図２のⅡのグラフより，抵抗器Ａ，抵抗器Ｂを直列につないだときの抵抗は 0.8〔Ｖ〕÷0.1〔Ａ〕＝8〔Ω〕に

なるので，抵抗器Ｂの抵抗は 8－5＝3〔Ω〕になる。 

④，⑤ 図４のグラフで，電圧が 0.4Ｖになるまではグラフが原点を通る直線になっているので，電流は電圧の大き

さに比例していて，抵抗の値は 0.4〔Ｖ〕÷0.1〔Ａ〕＝4〔Ω〕になっている。電圧が 0.4Ｖより大きくなるとグラ

フは曲線になり，0.9Ｖにしたときには流れる電流が 150ｍＡで，抵抗が 0.9〔Ｖ〕÷0.15〔Ａ〕＝6〔Ω〕になって，

抵抗の値はしだいに大きくなることがわかる。 

⑥ ５Ωの抵抗器Ａと３Ωの抵抗器Ｂが並列つなぎになるので，抵抗器Ａを流れる電流は 0.6〔Ｖ〕÷5〔Ω〕＝0.12

〔Ａ〕，抵抗器Ｂを流れる電流は 0.6〔Ｖ〕÷3〔Ω〕＝0.2〔Ａ〕になるので，回路全体に流れる電流は 0.12〔Ａ〕

＋0.2〔Ａ〕＝0.32〔Ａ〕より，320mA になる。 

⑦ 回路全体に 100mA の電流を流すと豆電球Ｃに加わる電圧は図４より 0.4Ｖになり，抵抗器Ａに加わる電圧は 5〔Ω〕

×0.1〔Ａ〕＝0.5〔Ｖ〕になるので，電源の電圧は 0.4＋0.5＝0.9〔Ｖ〕になる。 

⑧ 抵抗器Ｂに加わる電圧が 0.45Ｖのとき，回路全体に流れる電流は 0.45〔Ｖ〕÷3〔Ω〕＝0.15〔Ａ〕になるので，

豆電球Ｃに加わる電圧は図４より 0.9Ｖになり，豆電球Ｃの抵抗は６Ωになる。よって，回路全体の抵抗は，3＋6

＝9〔Ω〕になる。 
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